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アフェットフロアブルの上手な使い方

ネギ用カートMK型

〈ポイント〉

〈よくいただくご質問〉

アフェットフロアブルの灌注処理に

■既存の動力噴霧機を使って灌注処理できるカート式ノズルです。
2畝を同時処理できるため、労力と時間が削減できます。
■1000ℓ/10aを、約1時間で処理することができます※

菌糸生育適温は15～20℃。平均気温が20℃を下回る前から予防的に処理しましょう
定植直後、土寄せ時など、作業に合わせて、薬剤を処理しましょう
処理液量を徹底しましょう（1ℓ/m²）

（製造・販売：ヤマホ工業（株））

ネギ用カートを利用した灌注の様子

黒腐菌核病菌が侵入すると言われているネギの茎盤部に十
分に薬液が届くように、土寄せ前の処理をお勧めしています。
（ただし、現地試験、登録をとるための試験では、土寄せ後の
処理でも十分な効果が発揮されています）

A1.

Q1. 土寄せ作業時、灌注するタイミングは？土寄せ前？土寄せ後？

甚発生した場合、処理薬量が多い方が効果が安定することが
分かっています。また、圃場が乾燥しているときでも茎盤部に
十分に薬液が届くように、1ℓ/m²処理を徹底してください。

A5.

1ℓ/m2灌注って大変！
処理薬量を減らしても大丈夫？

アフェットフロアブルの「株元
灌注」は、灌注用ノズル等を
使用し、薬液をネギの株元に
集中的に処理する方法です
（「散布」は、一般的に、散布
用のノズルを用い、植物体全
体に霧状に薬液を噴霧する
方法と指導されています）

A2.

「株元灌注」とは？
「散布」とどう違うの？

最大2回まで灌注処理できます。
作型および前作の発生状況にあわせて、ご使用ください。A4.

アフェットフロアブルは、何回灌注できるの？
何回処理すると効果的？

茎盤部

発病リスクが低い場合は2000倍、発病リスクが高い場合は
1000倍をお勧めします。希釈倍数に係わらず、処理液量は
徹底してください。

A3.

1000倍、2000倍どちらが良いの？

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

※噴出量の目安
　動噴の噴霧圧力0.1MPa/ホース内径Φ10.0㎜ ➡ 噴出量13.1/分（ノズル8個）
　動噴の噴霧圧力0.2MPa/ホース内径Φ10.0㎜ ➡ 噴出量18.6/分（ノズル8個）

ノズル部の
高さの調整が
可能

ノズルの向きの
調整が可能

13cmまたは17cmに
車輪幅を調整可能

特長

●アフェットフロアブルの1000倍、2000倍灌注処理の効果比較
2018年 埼玉農業技術研究センター

●灌注処理回数の効果比較
2016年 埼玉県大里農林振興センター

Q2.

Q3.

Q4

Q5.

定植直後1回および土寄せ時1回、または土寄せ時2回灌注処理し
てください。

〔 散布回数の例 〕
〇秋冬取りネギ

〇初夏取り・夏取りネギ
定植直後の灌注を基本に、
必要に応じて、追加灌注してください。

黒腐菌核病の発生を効果的に抑えるためには、栽培地域・作型に適した体系処理が必要です。栽培地域の気温の変化（感染時期）を確認し、適切な時期に処理しましょう。黒腐菌核病の発生を効果的に抑えるためには、栽培地域・作型に適した体系処理が必要です。栽培地域の気温の変化（感染時期）を確認し、適切な時期に処理しましょう。

必要に応じて
追加防除

収穫

黒斑病

株元灌注

9月中旬は白絹病と黒腐菌核病の
同時防除が可能（灌注）

夏どり

トンネル被覆

土寄せ

定植
は種土壌消毒

土壌消毒

黒腐菌核病菌生育に好適な温度黒腐菌核病菌生育に好適な温度

重点防除時期

重点防除時期
菌糸の生育適温は15～20℃。
感染時期前に予防的に薬剤を処理しましょう。ポイント！

ネギの幅広い病害を防除できます
ぺンチオピラドを含む
農薬の総使用回数
4回以内

（株元灌注は2回以内、散布は2回以内）

※薬剤の感受性低下を防ぐため、異なる系統の薬剤
と組み合わせて防除することをお勧めします。

除草作業や灌水する
タイミングで処理する
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秋冬取りネギにおけるアフェットフロアブルの処理例および、防除効果

初夏取りネギにおけるアフェットフロアブルの処理例および、防除効果
2016年 茨城県農業総合センター園芸研究所

2018年 群馬県農業技術センター

定植時
+

土寄せ1回目処理
土寄せ1回目

+
土寄せ2回目処理

無処理

株元灌注●品　　種：夏扇4号
●発生状況：中発生（接種）
●区制・面積：1区4m²、3反復
●播 種 日：3月12日
●定 植 日：5月15日
●土寄せ日：9月19日、10月15日、11月7日
●処 理 日：定植時 : 5月15日（定植直後）、土寄せ時 :1回目

/9月19日（土寄せ直前）、2回目/10月15日（土
寄せ直前）

●処理方法：1000倍、1ℓ/m²を株元灌注した
●調 査 日：12月10、11日

●品　　種：春扇
●定　　植：1月28日
●処 理 日：定植時処理区1月28日、2回処

理区1月28日、3月1日
●処理方法：1000倍希釈を1ℓ/ｍ2株元灌

注
●調 査 日：6月24日に抜き取りで発病状

況を観察（各区の数値は3連の
平均値）。
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●品　　種：龍翔
●発生状況：少発生（接種）
●区制・面積：1区4.5m²、3連制
●播 種 日：4月3日
●定 植 日：6月1日
●土寄せ日：9月12日、10月
                  23日
●処 理 日：9月12日、10月23

日（計2回）
●処理方法：
　1m²あたり1ℓをハス口を除
いたじょうろを用いて株元灌
注し、薬剤処理後速やかに土
寄せを行った。
●調 査 日：2019年1月18日

1回目の土寄せ時：アフェット
2回目の土寄せ時：アフェット

1回目の土寄せ時：薬剤処理無し
2回目の土寄せ時：アフェット

●品　　種：夏扇4号
●区制・面積：反復なし、650m²
●発生状況：多発生
●定 植 日：7月29日
●アフェットフロアブル以外の薬剤処理：定植前土壌消毒実施、定植時シメコナゾール粒剤

を6㎏/10a処理
●アフェットフロアブル処理日：10月8日（1回目の土寄せ時）、11月8日（2回目の土寄せ時）
●処 理 量：1m²あたり1ℓを株元に灌注した
●調 査 日：2018年2月15日

生育期に追加灌注する
場合は、2月末までの
処理が効果的です。

株元灌注の
適切な処理
部分

秋冬ねぎでは、土寄せ
1回目の処理が特に
重要です。

ポイント！

ポイント！

ポイント！

ポイント！

ポイント！ 88.7

8.115.8

定植時処理区 2回処理区 無処理区

発生量が多い圃場や、発病
リスクが高い圃場では、
必要に応じて追加灌注する
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アフェットフロアブルの上手な使い方

ネギ用カートMK型

〈ポイント〉

〈よくいただくご質問〉

アフェットフロアブルの灌注処理に

■既存の動力噴霧機を使って灌注処理できるカート式ノズルです。
2畝を同時処理できるため、労力と時間が削減できます。

■1000ℓ/10aを、約1時間で処理することができます※

菌糸生育適温は15～20℃。平均気温が20℃を下回る前から予防的に処理しましょう
定植直後、土寄せ時など、作業に合わせて、薬剤を処理しましょう
処理液量を徹底しましょう（1ℓ/m²）

（製造・販売：ヤマホ工業（株））

ネギ用カートを利用した灌注の様子

黒腐菌核病菌が侵入すると言われているネギの茎盤部に十
分に薬液が届くように、土寄せ前の処理をお勧めしています。
（ただし、現地試験、登録をとるための試験では、土寄せ後の
処理でも十分な効果が発揮されています）

A1.

Q1. 土寄せ作業時、灌注するタイミングは？土寄せ前？土寄せ後？

甚発生した場合、処理薬量が多い方が効果が安定することが
分かっています。また、圃場が乾燥しているときでも茎盤部に
十分に薬液が届くように、1ℓ/m²処理を徹底してください。

A5.

1ℓ/m2灌注って大変！
処理薬量を減らしても大丈夫？

アフェットフロアブルの「株元
灌注」は、灌注用ノズル等を
使用し、薬液をネギの株元に
集中的に処理する方法です
（「散布」は、一般的に、散布
用のノズルを用い、植物体全
体に霧状に薬液を噴霧する
方法と指導されています）

A2.

「株元灌注」とは？
「散布」とどう違うの？

最大2回まで灌注処理できます。
作型および前作の発生状況にあわせて、ご使用ください。A4.

アフェットフロアブルは、何回灌注できるの？
何回処理すると効果的？

茎盤部

発病リスクが低い場合は2000倍、発病リスクが高い場合は
1000倍をお勧めします。希釈倍数に係わらず、処理液量は
徹底してください。

A3.

1000倍、2000倍どちらが良いの？

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

※噴出量の目安
　動噴の噴霧圧力0.1MPa/ホース内径Φ10.0㎜ ➡ 噴出量13.1/分（ノズル8個）
　動噴の噴霧圧力0.2MPa/ホース内径Φ10.0㎜ ➡ 噴出量18.6/分（ノズル8個）

ノズル部の
高さの調整が
可能

ノズルの向きの
調整が可能

13cmまたは17cmに
車輪幅を調整可能

特長

●アフェットフロアブルの1000倍、2000倍灌注処理の効果比較
2018年 埼玉農業技術研究センター

●灌注処理回数の効果比較
2016年 埼玉県大里農林振興センター

Q2.

Q3.

Q4

Q5.

定植直後1回および土寄せ時1回、または土寄せ時2回灌注処理し
てください。

〔 散布回数の例 〕
〇秋冬取りネギ

〇初夏取り・夏取りネギ
定植直後の灌注を基本に、
必要に応じて、追加灌注してください。

黒腐菌核病の発生を効果的に抑えるためには、栽培地域・作型に適した体系処理が必要です。栽培地域の気温の変化（感染時期）を確認し、適切な時期に処理しましょう。黒腐菌核病の発生を効果的に抑えるためには、栽培地域・作型に適した体系処理が必要です。栽培地域の気温の変化（感染時期）を確認し、適切な時期に処理しましょう。

必要に応じて
追加防除

収穫

黒斑病

株元灌注

9月中旬は白絹病と黒腐菌核病の
同時防除が可能（灌注）

夏どり

トンネル被覆

土寄せ

定植
は種土壌消毒

土壌消毒

黒腐菌核病菌生育に好適な温度黒腐菌核病菌生育に好適な温度

重点防除時期

重点防除時期
菌糸の生育適温は15～20℃。
感染時期前に予防的に薬剤を処理しましょう。ポイント！

ネギの幅広い病害を防除できます
ぺンチオピラドを含む
農薬の総使用回数
4回以内

（株元灌注は2回以内、散布は2回以内）

※薬剤の感受性低下を防ぐため、異なる系統の薬剤
と組み合わせて防除することをお勧めします。

除草作業や灌水する
タイミングで処理する
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秋冬取りネギにおけるアフェットフロアブルの処理例および、防除効果

初夏取りネギにおけるアフェットフロアブルの処理例および、防除効果
2016年 茨城県農業総合センター園芸研究所

2018年 群馬県農業技術センター

定植時
+

土寄せ1回目処理
土寄せ1回目

+
土寄せ2回目処理

無処理

株元灌注●品　　種：夏扇4号
●発生状況：中発生（接種）
●区制・面積：1区4m²、3反復
●播 種 日：3月12日
●定 植 日：5月15日
●土寄せ日：9月19日、10月15日、11月7日
●処 理 日：定植時 : 5月15日（定植直後）、土寄せ時 :1回目

/9月19日（土寄せ直前）、2回目/10月15日（土
寄せ直前）

●処理方法：1000倍、1ℓ/m²を株元灌注した
●調 査 日：12月10、11日

●品　　種：春扇
●定　　植：1月28日
●処 理 日：定植時処理区1月28日、2回処

理区1月28日、3月1日
●処理方法：1000倍希釈を1ℓ/ｍ2株元灌

注
●調 査 日：6月24日に抜き取りで発病状

況を観察（各区の数値は3連の
平均値）。
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●品　　種：龍翔
●発生状況：少発生（接種）
●区制・面積：1区4.5m²、3連制
●播 種 日：4月3日
●定 植 日：6月1日
●土寄せ日：9月12日、10月
                  23日
●処 理 日：9月12日、10月23

日（計2回）
●処理方法：
　1m²あたり1ℓをハス口を除
いたじょうろを用いて株元灌
注し、薬剤処理後速やかに土
寄せを行った。
●調 査 日：2019年1月18日

1回目の土寄せ時：アフェット
2回目の土寄せ時：アフェット

1回目の土寄せ時：薬剤処理無し
2回目の土寄せ時：アフェット

●品　　種：夏扇4号
●区制・面積：反復なし、650m²
●発生状況：多発生
●定 植 日：7月29日
●アフェットフロアブル以外の薬剤処理：定植前土壌消毒実施、定植時シメコナゾール粒剤

を6㎏/10a処理
●アフェットフロアブル処理日：10月8日（1回目の土寄せ時）、11月8日（2回目の土寄せ時）
●処 理 量：1m²あたり1ℓを株元に灌注した
●調 査 日：2018年2月15日

生育期に追加灌注する
場合は、2月末までの
処理が効果的です。

株元灌注の
適切な処理
部分

秋冬ねぎでは、土寄せ
1回目の処理が特に
重要です。

ポイント！

ポイント！

ポイント！

ポイント！

ポイント！ 88.7

8.115.8

定植時処理区 2回処理区 無処理区

発生量が多い圃場や、発病
リスクが高い圃場では、
必要に応じて追加灌注する


